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①幡ヶ谷側のエリア
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②中央のエリア

みどりの中での遊びの場所×散歩の場所

【みどりの木立ちの中の、遊びの場所と散策路】

▼西原一丁目公園　将来イメージ図（検討案）

西原一丁目公園では、「渋谷区魅力ある公園整備計画（2021 年 8月）」に基づき、地域のみなさまからいただいた意見をもとに、再整備計画を進めてまいりました。

過去 2回にわたってワークショップを実施し、これまで以上に魅力あふれる公園を目指して、コンセプト・ゾーニングを検討し、将来のイメージ図を作成しました。

【考え方（案）】

・現地のいまあるものの価値を活かし、散歩や散策をより楽しめるような場を醸成し、地域のネットワークと繋がる公園。

・既設道路によって公園は 3エリアに分割されるため、各エリアで特色を持ちつつも互いに繋がりがある。

コンセプト　「ひとつの連続した散歩道と、周辺とのつながり。さまざまな特色がある遊びの場所。」

⇒⇒　地域の「にわ」

◎西原一丁目公園の現況

・公園の形状が細長い。

・出入口が複数箇所あり、アクセス性がある。

・砂場、すべり台等の遊具がある。

・みどりゆたかな空間である。

▼西原一丁目公園現況図

公園への出入り

植栽帯

西原一丁目公園第３回ワークショップ



▼検討案全体図

【遊具の導入について】

西原一丁目公園では、乳幼児から小学校高学年までの子どもたちの遊び空間の実現を目指し、遊具の増設を検討しております。

さまざまな遊具による体の動きから、どのような遊具を取り入れるか一緒に考えてみましょう。

（参照：「だれもが遊べる児童遊具広場」整備ガイドライン（東京都建設局　2021 年 4月））
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西原一丁目公園の現況、みなさまからのご意見・ご要望をもとに作成した検討案の全体図です。

公園が、既設道路によって３エリアに分割されている点に着目し、幡ヶ谷側のエリア、中央のエリア、初台側のエリアに、それぞれ「遊びの場所×過ごす場所」、「みどりの中での

遊びの場所×散歩の場所」、「ボール遊びの場所×結節点」というテーマを設けました。これらの３エリアには、各テーマに基づいた遊具や草地広場などを設置しました。

３エリアは既設道路を接続部分として繋がり、公園全体を１本の園路が貫くことで、これまでと同様に公園をひとつの道として利用できるようになっています。
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コーナー
・公園全体の入口（ちょっと佇む空間）
・かけっこや寝転がれる草地広場

園路／道

・公園全体を貫く共通の明るい色の園路舗装
・耐久性／排水性／透水性のある舗装
・子どもたちが鬼ごっこやかけっこを楽しめる

伸び伸びとした草地広場

植栽 ・隣接する住宅のプライバシー確保

ベンチ ・子どもたちを見守り、会話を楽しめる憩いのベンチ

施設
・公園全体についての案内サイン
・公園利用者用駐輪場

備考

西端のエントランススペース

コーナー ・草地広場と一体となった遊具広場

園路／道
・公園全体を貫く共通の明るい色の園路舗装
・耐久性／排水性／透水性のある舗装

植栽

・隣接する住宅のプライバシー確保
・非常口の修景としての生垣
・木陰をもたらす高木

ベンチ ・子どもたちを見守り、会話を楽しめる憩いのベンチ

施設
・草地広場と一体となった

活動的な遊びができる児童（～12歳）向けの遊具広場

備考 ・透水性の高い部分を充実

中央の広場

コーナー ・落ち着いたくつろぎの空間

園路／道

・公園全体を貫く共通の明るい色の園路舗装
・耐久性／排水性／透水性のある舗装
・ゆとりのあるやや広めの通路

植栽

・隣接する住宅のプライバシー確保
・既存の高木を活かしたメリハリのある緑陰
・トイレに柔らかい印象をもたらし、

トイレ裏に侵入しづらくする植栽

ベンチ

施設
・公園全体についての案内サイン
・安全で清潔なトイレ

備考

東側のトイレコーナー

▼幡ヶ谷側のエリア

遊びの場所×過ごす場所

【開放的で、多様な遊びの場所】

子どもたちが鬼ごっこやかけっこを

楽しめる伸び伸びとした草地広場

子どもたちを見守り、

会話を楽しめる憩いのベンチ

草地広場と一体となった

活動的な遊びができる

児童（～ 12 歳）向けの遊具広場

案内サイン案内サイン

案内サイン案内サイン
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コーナー ・歩道からみどりの中へ誘導する園路のはじまり

園路／道
・公園全体を貫く共通の明るい色の園路舗装
・耐久性／排水性／透水性のある舗装

植栽 ・隣接する住宅のプライバシー確保

ベンチ
・くつろぎながらみどりを楽しむ配置
・木漏れ日の下で落ち着いて過ごすことができるベンチ

施設
・公園全体についての案内サイン
・月極／時間貸しのバイク置き場

備考 ・透水性の高い部分を充実

街道とみどりの木立ちをつなぐ散策路

コーナー
・小さな子どもたちが安全に遊べる木立ちのある小広場
・木陰からの見守りの場

園路／道
・公園全体を貫く共通の明るい色の園路舗装
・耐久性／排水性／透水性のある舗装

植栽 ・隣接する住居のプライバシーの確保

ベンチ
・子どもたちを見守るベンチ
・既存樹木の木漏れ日を活かしたベンチ

施設
・公園全体についての案内サイン
・乳児／幼児向け遊具

備考

みどりの木立ちの中の遊びと見守りの場所

案内サイン

▼中央のエリア

小さな子どもたちが安全に遊べる

木立ちのある小広場

子どもたちを見守るベンチ

木漏れ日の下で落ち着いて

過ごすことができるベンチ

幼児（～ 6歳）エリア 乳児（～ 3歳）エリア

みどりの中での遊びの場所×散歩の場所

【みどりの木立ちの中の、遊びの場所と散策路】

案内サイン

案内サイン案内サイン
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コーナー ・見通しがよく開放感がある空間

園路／道

・排水性／透水性のある舗装
・公園の散策路とバス停をつなぐ

甲州街道歩道と一体となった園路

植栽 ・隣接する住宅のプライバシーの確保

ベンチ

施設 ・快適で見通しがよいボール遊びができる広場

備考

伸び伸びとしたボール遊び広場

コーナー ・公園全体の入口（ちょっと佇む空間）

園路／道
・公園全体を貫く共通の明るい色の園路舗装
・耐久性／排水性／透水性のある舗装

植栽

ベンチ ・ちょっと一休みできるベンチ

施設 ・公園全体についての案内サイン

備考

東端のエントランススペース

▼初台側のエリア

ボール遊びの場所×結節点

【伸び伸びとしたボール遊びの場所】

公園の散策路とバス停をつなぐ

甲州街道歩道と一体となった園路

快適で見通しがよい

ボール遊びができる広場
公園全体について案内するサイン

案内サイン案内サイン

案内サイン案内サイン
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